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利用される方々へ 

 

１ 本書は、埼玉県の森林・林業施策の概要や現況、これまでの推移等を紹介するも

のです。 

 

２ 本書は、平成２年度から毎年発刊しています。 

 

３ 本書は、原則として平成２８年３月３１日現在の数値を掲載するようにしました

が、この原則により難い場合は、その旨及びその内容を注記しました。 

 

４ 本書は、森づくり課で調査した資料に基づいて編集したものです。 

  なお、他機関から収集した資料については、脚注に資料の出所を記述しました。 

 

５ 統計表中、年次とあるのは暦年（１月～１２月）、年度とあるのは会計年度（４月

～翌年３月）、年月日とあるのはその期日現在を示したものです。 

 

６ 統計表の符号の用法は、次のとおりです。 

    ０   単位未満 

    …   事実不詳 

    －   事実のないもの 

    空白  未算出のもの 

 

７ この統計についての問い合わせは、下記へ御連絡ください。 

    埼玉県農林部森づくり課 総務・森林企画担当 

    電話 ０４８－８３０－４３１２ 
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１ 森林・林業行政の組織 

                           （平成２８年４月１日現在） 

 (1) 森づくり課〈現員２８名〉     〒330-9301 さいたま市浦和区高砂３－１５－１ 

                                   TEL ０４８－８２４－２１１１（県庁代表） 

                                   TEL  ０４８－８３０－４３０５（ダイヤルイン） 

                                   FAX  ０４８－８３０－４８３９ 

    課   長 ─- 副課長─── 主  幹 ────── 総務・森林企画担当  ５名 

 

              - 副課長─── 主  幹 ────── 治山・森林管理道担当  ６名 

 

                           - 主  幹 ────── 森林活動支援担当    ２名 

 

                     - 主  幹 ────── 間伐・森林循環担当    ２名 

 

              - 副課長─── 主  幹 ──────  木材利用推進担当   ２名 

          

            - 主  幹 ────── 森林技術・林業支援担当    １名 

                              

 (2) 森づくり課地域機関 

       寄居林業事務所〈現員 ２７名〉 〒369-1203 寄居町寄居１５８７－１ 

                                     TEL ０４８－５８１－０１２３ 

                             FAX  ０４８－５８１－０７９２ 

所   長 ─  副 所 長  ─ 担当部長 ───── 総 務 ・ 森 林 保 全 担 当   ２名 

 

                                              -間伐・森林循環・木材利用推進担当   ３名 

 

                            - 担当部長 ２名 ── 治山・森林管理道担当  ４名 

 

                            - 担当部長 ２名 ── 森林技術・林業支援担当  ３名 

 

   森林研究室長  次長 ── 担当部長  ─── 森 林 環 境 担 当  ２名 

  

                  ─────────── 育種・森林資源担当   ３名 
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 (3) 森林・林業関係地域機関 

    農 業 ── 川越農林振興センター 林業部〈現員１７名〉 

    政策課                           〒357-0021 飯能市双柳３５３  

                                     TEL ０４２－９７３－５６２０(直通) 

                                     FAX ０４２－９７４－１９８０ 

               副所長(兼)─ 担当部長 ２名 ─ 治山・森林管理道担当  ５名 

               林業部長 

                          - 担当部長 ２名 ─ 森林技術・林業支援担当  ２名 

 

                          - 担当部長 ──── 木材利用推進担当     １名 

 

                          - 担当部長 ──── 森林保全・間伐・森林循環担当   ２名 

 

            ──  秩父農林振興センター 林業部〈現員３４名〉 

                                     〒368-0034 秩父市日野田町 1-1-44 

                                     TEL ０４９４－２４－７２１５(直通) 

                   TEL ０４９４－２５－１３１２(直通）  

                     FAX ０４９４－２５－１７０９ 

               林業部長 ─ 担当部長 ３名 ─ 間伐・森林循環・木材利用推進担当   ３名 

                

                          - 担当部長 ２名 ─ 森林保全・県営林担当  ４名 

                                            

                          - 担当部長 ２名 ─ 森林技術・林業支援担当  ４名 

 

                         - 担当部長 ３名 ─ 治山・森林管理道担当 １１名 

 

                          - 担当部長 ──── (工事管理・事業調整担当)  
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２ 森林・林業施策の概要 

（１）森林の現況 

ア 森林の面積・蓄積 

 本県の森林面積は１２１，２６０ｈａ（平成２３年度末）で県土面積の３２％

を占めています。所有形態別に見ると、国有林が１０％、民有林（県有林、市

町村有林、私有林等）が９０％となっています。また、これらの森林に蓄えら

れた立木の材積は３，３２７万 m3（平成２３年度末）となっています。 

 山地や丘陵はスギやヒノキの成長に適しており、植林が盛んに進められた結

果、民有林における人工林の割合は５３％で全国平均４６％を上回っています。

これらの人工林の約８割が木材として利用可能な林齢に達している一方、木材

価格の低迷などにより伐採される人工林が少なく、再造林される面積が極端に

少ない「森林の高齢少子化」が進んでいます。 

 森林は高齢になると二酸化炭素の吸収能力が低下します。 

 また、森林の４０％に当たる４７，９７７ｈａ（平成２７年度末）が、水源

涵
かん

養、土砂流出防備などの機能をより高度に発揮すべき森林として保安林に指

定されています。 

 森林を育て健全に維持していくため、間伐を中心とした森林整備を平成２３

年度から平成２７年度の５年間で１２，１０７ha 実施しています。間伐につい

ては、従来の切り捨て間伐から搬出間伐の割合が高まり、木材生産の一翼を担

っています。 

 また、飛散するスギ花粉を減らすため、発生源対策を行ったスギ林は平成２

２年度末に２，８００ha であったものが、平成２７年度末には５，３４９ha

に増加しました。 

 

イ 地域ごとの状況 

 東京都や山梨県、長野県との県境に位置する県西部の奥地林には、シラビソ

林やオオシラビソ林、コメツガ林など学術的に貴重な原生林が広がっています。 

 一方、奥地の人工林では、手入れの遅れ等により荒廃が危惧される人工林が

見受けられるため、水源 涵
かん

養機能などの森林の公益的機能を持続的に発揮でき

るよう、県や市町村などにより針葉樹と広葉樹が混じり合った針広混交林化が

進められています。また、シカによる植栽木や下層植生の食害、クマによる剝

皮被害が増加し、林地の荒廃や枯損木の発生が見られます。 
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 県西部から県北部にかけての山地や丘陵地では広く人工林が分布し、間伐な

どの林業の施業が行われています。しかし、材価の低迷などから森林所有者の

林業への関心は低下し、ほとんど皆伐は行われていない状況です。また、シカ

による被害が山地林や丘陵地まで拡大しています。 

 里山地域の森林やコナラ、クヌギなど武蔵野の雑木林として親しまれてきた

平地林は、かつては燃料（薪炭）やたい肥の原料供給の場として利用され、手

入れが行き届いていました。しかし、現在はこれらの利用が少なくなり、竹林

の拡大やササの繁茂が見られるなど手入れの行き届かないものや他用途へ転

用されるものも多くなっています。 

  

（２）林業の現況 

ア 所有形態と担い手 

 私有林の所有規模は１ｈａ以上を所有する林家の７８％が５ｈａ未満（平成

２７年）であるなど、小規模となっています。こうした中、森林所有者の森林

への関心の低下や世代交代により、所有界が不明となる森林の増加が懸念され

ています。 

 また、林業従事者については、昭和４０年には２，１２５人でしたが、平成

１７年には２６８人まで減少しました。しかし、緑の雇用制度の活用などによ

り人材の育成に努めた結果、平成２２年は５３３人まで回復しました。 

 

イ 生産基盤 

 森林の適切な管理や林業の生産性の向上を図る上で不可欠な森林管理道の

整備を進めた結果、平成２７年度末までに延べ８８５ｋｍが開設されました。

また、森林管理道に接続する作業道の開設を積極的に支援した結果、平成２２

年度末に１９８ｋｍだった延長は平成２７年度末までに４６８ｋｍになりま

した。 

 複数の作業を実施でき、作業効率の高い高性能林業機械の導入を推進した結

果、平成１１年度末に７台であったものが平成２７年度末には４７台と大幅に

増加しています。 

 また、境界を明確にして、一定範囲の森林をとりまとめ、作業道の開設や森

林整備が効率的に行えるようにした施業の集約化・団地化を推進し、平成２３

年度から平成２７年度の５年間で１０，４８７ｈａの森林が集約化・団地化さ
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れました。 

 

ウ 木材 

 国産木材の価格は昭和５０年代半ば以降、低価格な輸入木材の増加等の影響

を受けて長期にわたって低迷しており、林業の採算性は低位で推移しています。

しかし、近年は輸入木材と国産木材の価格は拮抗し国産材の需要が高まってい

るため、木材自給率は平成２３年から５年間連続で上昇し平成２７年には３３．

２％に回復しています。 

 県産木材の供給量（素材生産量）は、平成１０年度には３１，０００m3 まで

低下していましたが、林業の機械化や路網の整備を進めた結果、平成２７年度

には８７，０００m3まで増加しました。しかし、ここ数年は横ばい傾向で推移

しています。 

 

（３）森林・林業施策 

 本県の森林・林業施策については、「埼玉農林業・農山村振興ビジョン」に

その方向性を定めています。ここでは、平成２８年度から平成３２年度までの

５年間について定めたビジョンから、その取組の展開方向について一部抜粋し

ます。 

 

ア 森林の循環利用を推進する 

 「伐って・使って、植えて、育てる」森林の循環利用の実現に向け、森の若

返りの推進、林業生産性の向上、林業生産を支える担い手の育成を図ります。 

 

（ア） 森の若返りの推進 

 県内の人工林（平成２３年度末５７，２７２ha）のうち約８割が木材とし

て利用可能な時期を迎えているため、皆伐による木材生産とその跡地への確

実な再造林を促進します。 

 

ａ 皆伐・再造林システムの確立・普及 

 伐採し、その跡地への植栽から保育までを確実に実施するシステムを確

立・普及することにより、皆伐・再造林による森林の循環利用を進め、森

の若返りを図ります。 
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ｂ 優良・少花粉苗木生産体制の確立 

 再造林に必要な苗木を確保するため、成長や形質に優れ、花粉の発生量

が通常の品種に比べ１％以下のスギやヒノキの優良・少花粉品種の導入を

推進します。 

 

（イ） 林業生産性の向上 

 林業生産性の向上を図るため、施業の集約化・団地化を進めるとともに、

路網の整備と高性能林業機械の導入により木材生産コストの低減を図りま

す。 

  

ａ 施業の集約化・団地化の促進 

 効率的な森林整備や木材生産のため、森林所有者に対し、森林整備・木

材販売の内容や収支見込などを提案することにより、森林所有者の経営意

欲を喚起し、施業の集約化・団地化を促進します。 

 

ｂ 森林管理道及び作業道の路網整備の促進 

 効率的な林業経営の確立のため、森林管理道の整備とあわせて作業道を

延伸させ、有機的に結びついた林内路網の拡充を図ります。 

 また、災害に強い路網づくりを促進するとともに、山村の生活に重要な

役割を果たしている森林管理道の安全性を確保するための維持管理を行

います。 

 

ｃ 高性能林業機械システムの普及 

 高性能林業機械の導入による低コストな伐採・搬出システムを普及拡大

し、林業生産性の向上を図ることにより、外国産木材と価格競争ができる

効率的な木材生産体制の整備を促進します。 

 

（ウ） 担い手の育成 

ａ 林業事業体の育成と技術力の向上 

 森林の循環利用推進の中核となる担い手を確保するため、収益性の向上

など経営改善に取り組む森林組合などの林業事業体を支援するとともに、
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低コストで採算の合う林業を実践できる優れた人材を育成します。 

 

 

イ 県産木材の利用を促進する 

 県産木材の利用を促進するため、木材需要の多くを占める住宅分野での利用

拡大やＰＲ効果の高い公共施設等の木造化・木質化を推進するとともに、林地

残材などの木質バイオマスの利活用を促進します。 

 また、こうした県産木材の利用拡大を支える安定的な供給体制の整備を促進

します。 

 

（ア） 安定的な供給体制の整備 

 需要に応じた質の高い製品を安定的に供給するため、県産木材の生産・加

工・流通体制の整備を促進します。 

 また、付加価値の高い製品を生み出す木材産業を支援します。 

 

ａ 需要者のニーズに対応した生産・加工・流通体制の整備 

 県産木材の販路を拡大するため需要と供給のマッチングを図るととも

に、消費者が「必要とする規格・品質の木材」を「必要な時」に「必要な

量」を提供できる県産木材の供給体制をつくります。 

 

ｂ 付加価値の高い製品を生み出す木材産業の支援 

 県産木材の付加価値を高めるため、直交集成板（ＣＬＴ）など新たな資

材の活用を検討するなど、新たな県産木材製品の供給を促進します。 

 また、プレカットや高次加工等による生産体制整備を支援します。 

 

（イ） 住宅での利用拡大 

ａ 住宅での利用拡大 

 住宅における県産木材の利用を進めるため、県産木材を取り扱う工務店

や建築士等を増やすとともに、木材を利用することが地球温暖化防止に貢

献するなど、消費者に対し県産木材を使う意義等の浸透を図ります。また、

これまで活用されてこなかった部材等の活用や、今後需要の増加が見込ま

れる中古住宅のリフォーム等への県産木材の活用を図ります。 
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（ウ） 公共施設等での利用拡大 

ａ 公共施設等における木造化・木質化の推進 

 木材と接する機会を増やし、利用者に快適な空間を提供するとともに県

産木材の良さをＰＲするため、人目に触れる機会の多い公共施設等の木造

化・木質化を進めます。 

 

（エ） 未利用木質資源の利用促進 

ａ 未利用木質資源の利用促進 

 これまで利用されず放置されてきた曲り材や小径材及び製材端材を有

効に活用するため、木材の形状に応じて有効利用する仕組みを構築するな

ど、一層の利活用を促進します。 

 

 

ウ 森林を整備・保全する 

 水源 涵
かん

養、二酸化炭素の吸収、土砂災害の防止など県民生活を支える森林の

様々な機能を持続的に発揮させるため、間伐、針広混交林化、獣害対策などを

適切に実施し、１００年先を見据えた多様で健全な森づくりを進めます。 

 

（ア） 公益的機能を持続的に発揮できる森林の整備 

 森林の持つ公益的機能を持続的に発揮させるため、水源 涵
かん

養や二酸化炭素

の吸収・貯蔵、生物多様性の保全など、それぞれの機能に応じた森づくりを

進めます。 

 

ａ 水源 涵
かん

養機能の発揮 

 清らかな水を安定的に供給するため、豊かな下層植生を維持し雨水等に

よる森林土壌の表面浸食や土砂流出を防ぐことにより、水源 涵
かん

養機能を持

続的に発揮できる森づくりを推進します。 

 

ｂ 二酸化炭素の吸収・貯蔵機能の向上 

 二酸化炭素を吸収し、炭素を貯蔵する機能を持続的に発揮させるため、

森林を適正な状態に維持するとともに、炭素を長期間貯蔵し続けることが
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できる木材の利用を促進します。これらの取組を通じて国の地球温暖化防

止対策に貢献します。 

 

ｃ 生物多様性の保全と快適な環境の形成 

 生物多様性を保全するため、原生的な森林を保全するとともに、多様な

生物が生息できる環境に配慮した森林の整備・保全を推進します。 

 また、快適な生活環境を形成・維持するため、都市及び近郊の森林を良

好な状態に維持します。 

 

（イ） 森林保全対策の推進 

 県民の生命や財産を保全するとともに、森林の荒廃を防ぐため、山地災害

防止・復旧対策や病虫獣害対策を推進します。 

 

ａ 山地災害防止及び復旧対策の推進 

 山地に起因する土砂災害等から県民の生命や財産を保全し、安心・安全

な生活環境を確保します。 

 

ｂ 病虫獣害対策の推進 

 森林の持つ公益的機能を維持・回復させるため、食害等のおそれのある

森林に獣害防止対策を実施するとともに、森林病害虫の発生状況を調査し

て被害拡大を防止します。 

 

ｃ 試験研究の推進 

 森林・林業における様々な課題に技術面で的確に対応するため、試験研

究の重点化や長期的な視点に立った研究を効果的に行うとともに、研究成

果の普及を図ります。 

 

 

エ 県民の農林業・農山村を大切にする意識を醸成する 

 農林業・農山村の重要性を理解してもらうため、グリーン・ツーリズムや市

民農園での活動、花育、木育といった体験・学習・交流など、県民が農林業・

農山村に触れ合う機会をつくります。また、健全な森林を次世代に引き継ぐた
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め、社会全体で森林を守る気運を醸成して、県民参加による森づくりを促進し

ます。 

 

（ア） 体験・学習・交流機会の充実 

ａ 農林公園、森林ふれあい施設等の利用促進 

  多くの県民が楽しみながら農林業や森林などについて学ぶ機会を提

供するため、健康増進にも役立つ魅力ある体験学習やイベントを企画

するとともに広報を工夫し、利用促進を図ります。 

 

ｂ 森林環境教育及び木育の推進 

  森林が持つ多面的機能や、森林整備、木材利用の必要性等の理解を深

めるため、森林環境教育の場の充実や木育の機会の創出を図ります。 

 

ｃ 県民参加の森づくりの推進 

  健全な森林を次世代に引き継ぐため、社会全体で森林を守る気運を醸

成して、県民参加による森づくりを推進します。 
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（単位：ha）

新　植 補　植 下　刈 除　伐 枝　打 保育間伐

 旧大滝村 2.56 2.56

 旧荒川村 1.78

 旧秩父市 1.26

 旧吉田町 6.22 6.89 6.18

  小　計 6.22 6.89 2.56 10.52 1.26

3.10 4.85

 旧両神村 13.76

 旧小鹿野町 16.94 0.85 37.17 3.96 4.52

  小　計 16.94 0.85 37.17 3.96 4.52 13.76

4.97 1.55 6.21 10.44 19.51 2.40

8.04 31.92 4.79 4.16

 旧名栗村

 旧飯能市 2.07

  小　計 2.07

3.14 0.35

2.48

2.90

4.69 3.06

 旧都幾川村 2.23

 旧玉川村

  小　計 2.23

0.32

28.13 10.76 88.95 16.96 56.25 26.78

     東秩父村

と
き
が
わ
町

     鳩 山 町

     寄 居 町

     合　　計

　(7) 農林公社の事業実績

ア　分収造林事業の主な実績（平成27年度）

飯
能
市

     毛呂山町

     越 生 町

 神川町(旧神泉村)

 本庄市(旧児玉町)

     小 川 町

市町村名

秩
　
父
　
市

     横瀬町

小
鹿
野
町

     皆 野 町

     長 瀞 町
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年　度

件 ha 件 ha 件 ha 件 ha 件 ha 件 ha

 旧大滝村 86 673.19

 旧荒川村 50 140.86

 旧秩父市 1 7.48 37 387.99

 旧吉田町 2 2.78 1 6.82 10 15.29 184 334.61

  小　計 3 10.26 1 6.82 10 15.29 357 1,536.65

1 3.80 36 139.98

 旧両神村 93 316.74

 旧小鹿野町 6 13.19 5 34.53 1 1.96 283 656.38

  小　計 6 13.19 5 34.53 1 1.96 376 973.12

2 7.38 210 328.15

1 10.69 7 8.73 121 211.63

 旧名栗村 13 154.96

 旧飯能市 1 7.29 1 2.41 46 158.41

  小　計 1 7.29 1 2.41 59 313.37

26 53.02

29 39.55

9 57.69

40 150.67

39 201.77

1 4.77 47 76.41

 旧都幾川村 19 52.31

 旧玉川村 2 1.59

  小　計 21 53.90

1 1.78

64 86.33

5 22.32 6 13.19 2 13.10 8 48.73 19 29.78 1,435 4,224.02

 神川町(旧神泉村)

イ　分収造林契約状況

市町村名

秩
　
父
　
市

     横瀬町

小
鹿
野
町

     皆 野 町

     長 瀞 町

飯
能
市

     毛呂山町

     越 生 町

     合　　計

 本庄市(旧児玉町)

     小 川 町

     東秩父村

と
き
が
わ
町

     鳩 山 町

     寄 居 町

H25H24H23 S59～H27

累計

H27H26
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（単位：ha）

搬出間伐

 旧大滝村

 旧荒川村

 旧秩父市

 旧吉田町

  小　計

 旧両神村

 旧小鹿野町

  小　計

6.21

 旧名栗村

 旧飯能市

  小　計

 旧都幾川村

 旧玉川村

  小　計

6.21

 神川町(旧神泉村)

ウ　分収育林事業実績（平成27年度）

市町村名

秩
　
父
　
市

     横瀬町

小
鹿
野
町

     皆 野 町

     長 瀞 町

飯
能
市

     毛呂山町

     越 生 町

     合　　計

 本庄市(旧児玉町)

     小 川 町

     東秩父村

と
き
が
わ
町

     鳩 山 町

     寄 居 町

- 93 -



年　度

件 ha 件 ha

 旧大滝村 4 24.83

 旧荒川村 契 5 29.37

 旧秩父市 約 11 37.57

 旧吉田町 実 11 29.89

  小　計 積 31 121.66

な 1 1.01

 旧両神村 し 2 7.39

 旧小鹿野町 8 12.41

  小　計 10 19.80

14 19.35

3 8.70

 旧名栗村

 旧飯能市 16 42.69

  小　計 16 42.69

8 20.10

8 21.25

2 13.87

1 1.03

4 22.90

4 8.17

 旧都幾川村 9 37.60

 旧玉川村

  小　計 9 37.60

111 338.13

 本庄市(旧児玉町)

     小 川 町

市町村名

秩
　
父
　
市

     横瀬町

小
鹿
野
町

     皆 野 町

     長 瀞 町

エ　分収育林契約状況

飯
能
市

     毛呂山町

     越 生 町

 神川町(旧神泉村)

累計

H27 S62～H27

     東秩父村

と
き
が
わ
町

     鳩 山 町

     寄 居 町

     合　　計
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13　森 林 管 理 道

　(1) 市町村別民有林森林管理道の現況

民有林

面積Ｂ

区 域 市 町 村 １級 ２級 ３級 計
（５条森林

面積）

     ｍ ｍ     ｍ     ｍ        m ｍ                ha 　 　m/ha

秩 父 市 86 34,450 146,001 28,830 209,281 5,318 214,599 38,581 5.6

横 瀬 町 16 7,056 19,323 10,876 37,255 0 37,255 4,084 9.1

皆 野 町 20 12,919 23,764 10,574 47,257 0 47,257 4,566 10.3

長 瀞 町 7 3,423 12,026 0 15,449 0 15,449 2,158 7.2

小鹿野町 54 26,352 62,248 24,304 112,904 0 112,904 14,174 8.0

小 計 183 84,200 263,362 74,584 422,146 5,318 427,464 63,563 6.7

飯 能 市 113 13,141 143,829 25,375 182,345 4,121 186,466 14,579 12.8

毛呂山町 16 0 18,518 1,390 19,908 0 19,908 1,424 14.0

越 生 町 17 0 23,193 5,061 28,254 0 28,254 2,742 10.3

日 高 市 7 0 9,051 880 9,931 0 9,931 1,188 8.4

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 2,194 0.0

小 計 153 13,141 194,591 32,706 240,438 4,121 244,559 22,127 11.1

小 川 町 20 0 29,093 4,925 34,018 0 34,018 3,309 10.3

と き が わ

町
21 0 35,734 5,718 41,452 754 42,206 3,841 11.0

東秩父村 26 0 41,331 5,294 46,625 0 46,625 2,788 16.7

美 里 町 4 6,552 1,020 2,265 9,837 0 9,837 760 12.9

本 庄 市 1 6,984 0 0 6,984 0 6,984 2,412 2.9

神 川 町 14 8,788 27,986 180 36,954 0 36,954 2,067 17.9

寄 居 町 9 0 6,890 915 7,805 0 7,805 2,410 3.2

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 4,517 0.0

小 計 95 22,324 142,054 19,297 183,675 754 184,429 22,104 8.3

378 119,665 600,007 126,587 846,259 10,193 856,452 107,793 7.9

  注）路線数は各市町村に位置する路線数を示したものであり、重複路線があるため合計とは一致しない。

軽 車 道 計 Ａ 備 考

森 林 管 理 道

密 度

( Ａ / Ｂ )

合　　　　計

秩

父

農

林

振

興

セ

ン

タ

ー

川

越

農

林

振

興

セ

ン

タ

ー

寄

居

林

業

事

務

所

自 動 車 道位 置

路

線

数
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(3) 労働災害発生件数の推移

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

件数 2,190 2,300 2,257 2,306 2,363 2,224 1,897 1,723 1,611 1,619

指数 100 105 103 105 108 102 87 79 74 74

件数 8 10 15 14 14 16 9 6 14 6

指数 100 125 188 175 175 200 113 75 175 75

件数 2,093 2,006 1,739 1,463 1,446 1,462 1,438 1,365 1,350 1,233

指数 100 96 83 70 69 70 69 65 65 59

件数 58 43 40 26 21 24 25 27 40 31

指数 100 74 69 45 36 41 43 47 69 53

件数 134,298 131,478 129,026 114,152 116,733 119,622 119,576 118,157 119,535 116,311

指数 100 98 96 85 87 89 89 88 89 87

件数 6,197 6,341 6,099 5,491 5,564 5,460 5,695 5,639 5,990 5,800

指数 100 102 98 89 90 88 92 91 97 94

注） 厚生労働省「労働者死傷病報告」による死傷災害発生状況。

　    指数：平成１8年を100とする。

全産業

　　　　　　　　　年次
区分

全国

埼玉県

林業

全国

埼玉県

木材又
は木製
品製造
業

全国

埼玉県
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